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は内棋伏骨, 中 足骨, 基節母, 末節骨のすべてが重複するもの, 第Ⅱ型は基節骨と末節骨のみ重複するも




第二に, MitomycinCの 0.625mg～2.5mg/kgを妊娠第12-14日に連日1回適用し, その仔の生














論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
木研究は胎仔の器官発狂期に該当する妊娠マウスに適用された若干の細胞分裂毒が, 山!PL後の発技にお
よぼし得る効果を究め, もって薬物の胎児毒性の検索法に関する参考知見を得んとしたものである｡
化学物質として3種が用いられたが, その第1はエチルウレタン (1mg/g)の皮下注射であり, これが
しばしば幼仔の生存率を低下せしめ, また突然変異により起こるとなされるものと同様後足の第 1虻の領
域に多虻を起こすことが認められた｡ 一定の生後発育を経た上, この多虻の形態が精査されたところ, 2
型に分類し得ることが認められ, すなわち第 Ⅰ型は内喫状骨, 中 足骨, 基節骨, 末節骨のすべてが重複す






第30)実験は Thio-TEPA (5-7.5mg/kg)を腹腔内に注射したもので, やはり幼仔の死亡率が高ま
り, 奇形としてしばしば後肢の第 1 祉蝕域の多祉が惹起され, 成熟期における精査によると, 骨の重複は
相当する内棋状骨にまでおよぶもの, 各祉節骨に止まるもの等多様な状態が示された｡
上記の所見は妊娠期に投与された薬物の示し得る胎仔- の障害として, 単に胎生期のみならず, 出生後
少なくとも成熟期まで育成し, 生後発生に関する阻害の有無をも検索する必要があることを示し, 薬物の
胎児に対する副作用の検索方法に関し, 有用な資料を提供したものである｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定するO
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